
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市立安宅小学校 学校だより 

NO.１２ 

令和５年１月１８日 

校長 広見 理恵  

大切にしたい「言葉」 

 

 

 

 新しい年になりました。本年も宜しくお願いいたします。 

三学期に入り、子どもたちがぐっと落ち着いて学校に戻ってきたように感じます。 

保護者の皆様との冬休みの過ごし方がきっと充実していたからなのでしょう。 

  

 三学期の始業式では、「大切にしたい言葉」の話をしました。 

この冬休みに、６年生の卒業文集の下書きを読ませてもらう機会を得ました。６年生一人ひ

とりが「大切にしたい言葉」を一つ選び、なぜその言葉を選んだのかの理由を自分の体験と重

ね合わせたり、選んだ言葉をこれからの人生にどう活かしていくかについて考えたりと、一

人ひとりの「言葉に込めた思い」の作文を読み、その真摯な言葉に心うたれました。始業式で

は全校児童にいくつかの６年生の言葉を紹介した後、私が昨年心に残った言葉も合わせて紹

介しました。 

人が人であるために「言葉」は非常に重い価値をもちます。人は「言葉」によって心を育み、

自分を表現し、相手を理解することができる。その言葉が自分の心に響くのは、これまでの自

分の体験を重ね合わせ、言葉の裏にある重みを感じとるからでしょう。 

ぜひ安宅っ子には「言葉」を大切にする子に育ってほしいと考えています。 

保護者の皆様、今年も宜しくお願いいたします。 

 

始
業
式
で
紹
介
し
た
、
６
年
生
が
卒
業
文
集
用
に
書
い
た
「
大
切
に
し
た

い
言
葉
」
の
一
部
で
す
。
過
去
の
名
言
や
今
を
生
き
る
言
葉
な
ど
、６
年
生
一

人
ひ
と
り
が
卒
業
と
い
う
節
目
で
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
未
来
に
向
き
合
っ
て

い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

私
が
心
に
残
っ
た
言
葉
と
し
て
紹
介
し
た
の
は
、サ
ッ
カ
ー
長
友
佑
都
選
手

の
「
リ
バ
ウ
ン
ド
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。「
う
ま
く
い
か
な
い
と
き

に
、自
分
の
心
を
回
復
さ
せ
る
精
神
力
」
と
い
う
意
味
で
「
逆
境
下
で
の
自
己

復
元
力
」
の
こ
と
を
指
す
そ
う
で
す
。
人
生
は
う
ま
く
い
く
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。
安
宅
っ
子
に
は
、
腐
ら
ず
、
投
げ
出
さ
ず
、
落
ち
込
み
す
ぎ
ず
、
自
分
の

人
生
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
い
く
た
く
ま
し
さ
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

６年生「大切にしたい言葉」 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字は心を表す 

 

 

 

 

１月１０日始業式後、書き初めを行いました。どの子も真剣に字と向き合

っていました。「名は体を表す」ではないですが「字は心を表す」。元気な

字、のびのびとした字、きちんとした字、勢いのある字、優しい字・・・ 

今年も一人一人の良さを伸ばしていける一年になりますように。 

 

 

 

 

 

 

始業式の日の各教室の黒

板には、それぞれの担任が

思いを込めた言葉や絵が書

かれており、久しぶりに登

校した子どもたちも嬉しそ

うに黒板を眺めて 

いました。 

 

黒板に思いを込めて 

 

 

 

 


